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会社 工ー場名 業種 従業員 敷地面積(秤)i経業年月*
吉原市 広栄化学工業(株)吉原工場 新設ぎ液体硫酸､磨土 6 2501959. 9
大昭和製紙(株)富永工場 増設 板紙 350 01960. 9
東海電化工業(株)新設 過酸化水素 100 40,0001960.10
富士市 本州製紙(練)富士工場 増設 製紙≡ 132 1954, 4
本州製紙(株)富士第二工場 増設 製紙 100 - 1954. 8
六興製紙(樵) 新設 製紙 123 22,0001954. 9
旭化成工業(株)富士工場 新設 合成繊維 2,230 230,0001959. 5
大昭和製紙(秩)富士工場 増設 製紙 540 29,9001959. 9
六興製紙(榛) 増設 クラフト紙､パルプ 150 01960.ll
本州製紙(妹)富士工場 増設 板紙 80 01960.12























































表 1-2 工業地域別市町村構成比の変化 (単位 :%)
地区 市町村 9ー55年 1960年 増減ポイント
沼津 4.9 6.0 1.1
東部 三島 2.1 2.0 -0.1
長泉 0.7 3.1 2.4
小計 7.7 日.7 4.0
岳南 吉原 9.7 9.2 -0.5富士 4.8 6.0 一.2
鷹岡 1.3 1.2 -0.ー
小計 15.8 16.4 0.6
静清 静 0ー.8 0ー.7 -0.1
清水 13.1 日.ー -2.0
焼津 26 23 3
祖師 1.9 3.ー 1.2
小計 28.4 27.2 -1.2
浜松 2ー.2 15.4 3.2
浜北 1.6 2.8 一.2
西遠 可美 上3 2.9 一.6
新居 0.6 0.6 0




表 1-3 重軽工業別労働生産性の伸び(単位 :千円)
9ー55年 1960年 伸長率 (%)
総数 1,250 2,327 180.6
軽工業 1,ー74 I,942 6ー5.4































食料品 76 0ー.9% 582 2.9% 442,5ー3 5.1%
繊維工業 37 5.3% 586 2.9% 72,667 0.8%
衣服 12 1.7% 198 一.0% 30,977 0.4%
木材､木製品 5ー 7.3% 377 1.9% 78,日8 0.9%
家具､装備品 16 2.3% 82 0.4% 9,857 0.1%
パルプ､紙 309 44.3% 2ー,200 61.1%5,053,519 58.0%
出版､印刷 20 2.9% 347 上7% 46,235 0.5%
化学工業 6 0,9% 470 2.4% 4日,82ー 4.7%
窯業､土石 8 1.1% 7ー3 0.9% 53,761 0.6%
鉄鋼業 日 一.6% 3ー0 0.7% 23,477 0.3%
非鉄金属 3 0.4% 18 0.1% 3,172 0.0%
金属製品 33 4.7% 610 3.1% 6ー9,542 一,9%
機械 83 日.9% 1,306 6.5% 323,887 3.7%
電気検械 5 0.7% 37 0.2% 6,280 0.1%
輸送機械 9ー 2.7% 2,780 13.9%1,977,242 22.7%
その他 9 一.3% 80 0.4% 5ー,917 0.2%












































































































































































































































































































改良事業 (2億 8,800万円)上 ｢臨港富士線新設改良事
業 (2億 5,410万円)｣､｢田子の浦臨港線改良事業 (2
昭和期の市町村合併と地域経済･地方財政 (福士)
表2-1 新都市建設主要事実計画
事業主体 事 業 内 容 金 等責(百万円) 構成比(%)
市 経済開発 農業及び林業基盤の整備 576 8.9% 4.7%
工業排水路の整備 8ー6 0.3% 1.5%
港湾の整備 2ー0 0.2% 1.0%
道路交通網の整備 4.2% 22.3%
その他の経済開発事業費 1.300 2.0% 10.6%
小 計 4,9ー4 7.5% 40.一%
社会開発 幼児教育施設 91 0.1% 0.7%
義務教育施設 1,462 2.2% 日.9%
高等学校 55 0.1% 0.4%
社会教育施設 Zt 0.0% 0.2%
体育施設 200 0.3% 一.6%
社会福祉施設の整備 249 0.4% 2.0%
衛生施設の整備 1,755 2.7% 14.3%
労働施設の整備 5 0.0% 0.0%
レクリエーション施設の整備 298 0.5% 2.4%
公安施設の整備 56 0.1% 0.5%
住宅建設 478 8.7% 3.9%
市街地開発 1,276 1.9% 10.4%
庁舎建設 一,067 1.6% 8.7%
その他の社会開発事業受 325 0.5% 2.7%
小 計 7,338 日.2% 59.9%
汁 2ー,252 18.7% 一oo.0%








∃ 労働施設 5ー9 0.2%
国土保全 I,003 1.5%
計 27,505 41,9%
国 一般国道 (国道1号線) 27.7%
直轄河川改修事業 (富士)一日 豆5 0.6%
計 18,575 28.3%
県 .固合同 岳南畑地かんがい整備事業 3,280 5.0%
その他 4,0ー6 6.一%















































資 本 と 地 域
工 場 名 用地面積 業 種 進出年
旭化成工業 (秩)富士工場 約2一万坪 カシミロン工場､肥料工場 9ー59年
日本食品化工 (秩) 約5万坪 コンスターチ､ 1965年富士工場 サラダ油､etc
藤沢薬品 (株)富士工場 約3万坪 薬品 1965年
興亜 (秩)富士工場 約3万坪 薬品 1965年

































出では ｢砂利 ･砂 ･石材等｣が飛びぬけた数字となっ
ているが､1980年には ｢輸送機械｣が22.1%にまで




さ 品 目 9ー70年 ぎ 1980年
輸入 総トン数 1,053,146トン 1,060,526トン


















砂利 .珍 .石材等 95.1% 64.6%
輸送機械 22.1%
その他食料工業品 1.8% 5.5%



































350.02 三 曇 I l 25,00001ー5,0年次
20015一oo
注)1959年の大幅な伸びは旭化成と大昭和製紙によるものが大きい






















9ー62年 1966年 1970年 1974年 1962- 9ー66- 9ー70-6年 70年 4年
事業所致 982 1,061 一,153 1,305 8.0% 8.7% 3ー.2%
従業者数 34,190 36,479 43,684 47,553 6.6% 9ー.8% 8.9%
製造品出荷額等 (万円) 日,851,433 8ー,115,903 37,426,343 78,276,ー46 52.9% 106.6% 109.一%
地を見たが､さらに視野を広げて､田子の浦港建設前
















































































1965 1967 9ー69 1971 1973 1975
人口(人) 吉原 91,3ー0 95,676 99,747 105,507 109,215 111,719富士 54,845 57,ー98 59,856 63,390 64,787 66,100
鷹同 一6,476 7ー.636 19,745 21,17ー 23,054 24,073


















































戸数 措数 (1960年を 0ーとして)
9ー60年 1965年 i 9ー70年 i 1975年 9ー65年 9ー70年 1975年
吉原市 4,613 4,002 3,475 3,175 0.9 0.8 0.7
菖士市 2,281 2,007 一,848 一,687 0.9 0.8 0.7
鷹岡町 966 848 683! 617 0.9 0.7 0.6
経営耕地総面積 (アール) 緒数 (1960年を 0ー0として)
1960年 9ー65年 1970年 1975年 9ー65年 9ー70年 9ー75年
吉原市 338,962 286,164 248,ー37 209,840 0.8 0.7 0.6
藩士市 3ー7,174 日3,925 100,222 8一,362 0.8 0.7 0.6
鷹同町 48,262 42,490 33,322 26,72ー 0.9 0.7 0.6
総計 〟｢ 妄4,398i 442,579 381,681 317,923 0.8 0,7妄 0.6
出所) 『富士市の統計』各年度版より作成
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1965年(A) 1966年 1967年 9ー68年 1969年(8) ら/Al
ばい煙 753 7 日 10 4ー 2.00
粉じん 0ー 12 7 日 2.20
ガス 2 7 2 4 一.33
臭気 2ー 8 7 15 3
排水 4 日 16 26 30 7.50
騒音 23 7ー 39 48 44 1.9ー
振動 3 2 10 3 4 一.33

























































































































































































































































歳出項目 富士市 吉原市 鷹岡田 2市1町合計
予算現額 構成比 予算硯額 構成比 予算現額 構成比 予算現額 構成比
歳出合計 一,444,268 100% 2,084,208 loos 372,397 0ー0% 3,900,873 100%
諸会費 25,ー25 1.7% 36,6ー0 ,1∴声軍 8,225 2.2% 69,960 1.8%
総務覚 171,460 一一,9% 366,166 54,568 14.7% 592,194 15.2%
民生受 6ー5,209 ll.4% 187,699 9.0% 49,785 3ー.4% 402,693 10.3%
衛生受 76,215 5.3% 104,706 5.0% 日,935 芦.2写 192,856 4.9%
農林水産業費 63,485 4.4% 118,618 5.7% 62,602 244,705 6.3㌔
商工費 27,272 1.9% 38,514 1,8% 一,329 0.4% 67,115 一.7%
土木費 493,041 462,582 22.2% 48,083 12.9% 一,003,706 25.7%
教育費 226,585 l5.7% 483,901 貴賓来朝 日5,761 826,247 21.2%
公債費 100,321 6.9% 0ー4,425 5.0% 9,80ー 2.6% 214,547 5.5%
その他 95,555 6.6% 180,987 8.7% 10,308 2.8% 286,850 7.4%
注 目 合併前の数値は.2市1町を合計したもの｡
注2)数字に関しては本文の注79､80を参考
注3) ｢その他｣の項目には ｢労働費｣､ ｢消防費｣､ ｢災害復旧費｣､ ｢諸支出金｣､ ｢予備費｣を含む
出所)各市町 『一般会計歳入歳出決算書』各年版より作成
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資 本 と 地 域 第 1号 (2004年 10月)
図3-3 新市の歳出構成の推移





日公債愛 国衛生費 囚民生費 函数育受 田土木費
注1)数字に関しては本文の注79､80を参考



















































































































































































年､6月号 ｢特集 広域都市の研究 -いわき市を中
心に-｣参照｡
7静岡県『静岡県史 通史編6 近現代二』､平成9年､

































転じていった｡(前掲 『静岡県史 通史編6 近現代









































































































































































































工費は 10億 2,000万円余りであった (前掲 『富士市
二十年史』871頁参照)0
77静岡市､清水市､庵原郡を合わせた地区｡











































･963年 8月芸 芸 窒公舎での合併促進のための
9月第1回広域都市行政研究連絡協議会
1964年 4月富士川工業用水道完成
7月
1965年 4月岳南2市1町合併促進協議会発足
1966年 4月
5月
11月合併により新 ･富士市成立
1967年
1968年
1969年
1971年
国土総合開発法制定
｢町村合併促進法｣施行
｢新市町村建設促進法｣施行
｢第六次静岡県総合開発計画｣策定
｢新産業都市建設促進法｣施行
東駿河湾地域が工業整備特別地域に
指定される
｢工業整備特別地域整備促進法｣
施行
｢市町村の合併の特例に関する法
律｣施行
｢大気汚染防止法｣施行
｢水質汚濁防止法｣施行
地方港湾に指定される
田子の浦港第一期修築工事に着手
旭化成工業 (株)富士工場が
操業開始
開港式挙行
重要港湾に指定される
日本食品化工 (株)富士工場設立
出入国管理令による出入国港に
措定される
石油配分基地完成
チップヤードを大昭和製紙 (林)が
設置
共同石油 (株)が進出
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